
活動 はじめの一歩

こどもとのかかわりでよかったことは？

こども食堂を始めたきっかけは？

・朝ごはんを食べていないこどもが多いと感じ始めた。

・こどもがいろいろな人と話をして、情報交換できる場になったらと思った。

・食に負担がかかっているこどもが多かったことから始めた。

・コミュニケーションをとれる場としたいと思っていた。

地域で子育ての応援ができると良いという思いで始めた。

立ち上げるときまず必要なことは？

まずは、人・場所・お金の確保が必要。

・仲間５人以上の体制で始めた。

・少数だと自分が体調不良になった時楽しみにしているこどもたちがいるの

に開催できなくなってしまう。ひとりで準備をするのは大変。

・まずは地域の自治会や民生委員など活動支援者へ相談に行った。

・寄付だけで運営することは難しい。補助金を活用しながら運営している。

\ こども食堂へ聞いてみた！/

「こども食堂」や「こどもの居場所」活動を実際に運営している方に活動の様子、

立ち上げる際に大事にしたことを聞いてみました。

親以外の地域で知っている大人となっている。

・食堂で知りえた情報を勝手に口外しないことで安心して相談できる関係にな

った。

・食堂以外でも挨拶してくれるようになったり、地域の祭りを手伝ってくれる

ようになった。

・回数を重ねるごとに親が不登校のこどもの話をしてくれることがあった。

・こどもから親のことを話してくれることもある。

・継続することで、こどもの成長を感じることができた。
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↑こどものあんしん居場所マップはこちらから


